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１２月１０日（水）に玉村町立中央小学校を会場として、地区別
人権教育研究協議会を実施し、管内７０校より人権教育などの担
当教員に参集していただきました。中央小学校では、今年度の目
指す学校像を、「子どもまんなか中央小 ～多様性を大切にし、未
来に進む学校～」と設定し、児童が笑顔で生き生きと主体的に活
動すること、そして、学校が一人一人の「自立」と「共生」を支える
存在になることを願って日々の教育活動の充実を図っています。 

 
人権教育主任の橋爪 いずみ教諭からは、今年度「相互尊重コミュニケ

ーション活動」と「児童が主体的に探究する学習活動」を大切にしていると
の説明がありました。担任と SC のチーム・ティーチングによる人間関係作
りの授業や、日本語教室を生かした外国にルーツのある児童と共に学び
合う学習活動、児童委員主体で行われる異学年交流活動「スマイルタイ
ム」や人権集会、児童が主役となる授業の研究と実践など、様々な取組を
紹介していただきました。 公開授業では、「算数」「総合的な学習の時間」
「外国語」の３授業を提案していただき、どの授業でも、生き生きと笑顔で
活動する児童の姿が見られました。授業研究会では班別協議にて参会の
皆様による熱心な協議が行われました。以下に、公開された中央小学校の
３つの授業実践について紹介いたします。 
 
 
実践① ２学年 算数「かけ算」 人権教育重要課題（２）子どもたち  轟 有希 教諭 
同じ数のまとまりに着目し、チョコレートの数を求める方法を考える活動を通し

て、かけ算を使って課題解決を図りました。「きょうりょくタイム」では、自分の考え
方を伝えたり友達の考え方との違いを比べたりしました。また、「ヘルプサイン」を
出している友達に対して、互いに協力して対話・交流しながら解決に向けて試行
錯誤する姿がありました。発表の場面では、多様な考え方があることを知るととも
に、それぞれの考え方のよさを尊重しながら「ハンドサイン」を用いて認め合うこと
ができました。 
 

実践② ４学年 総合的な学習の時間「ともに手をとりあって～未来のケアを考えよう～」 

人権教育重要課題（４）障害のある人たち  猪熊 和司 教諭 
福祉体験で得た気付きを基に、困難さを解決するために役立つ道具のアイデア
をグループでまとめ、中間発表を行いました。猪熊先生の丁寧な働きかけと常時指
導で培われた心理的安全性の中で、児童は自分の「思い」を発信し、友達や外部
講師の助言を取り入れながら考えを深めました。授業を通して、互いの違いを受容
し、尊重し合う態度が育まれている姿や、他者と協働してよりよい社会を築こうとする
意識が高まる姿が見られ、人権教育の意義を実感する学びとなりました。 
 

実践③ ５学年 外国語「Unit 7 Welcome to Japan」 人権教育重要課題（２）子どもたち 源川 直哉 教諭 
「フィリピンの小学生が日本に来たいと思えるような、『日本のよさ紹介』にする
にはどうしたらよいか」という共通の課題を確認し、相手意識を大切にしながら、
グループ同士での中間発表会に臨みました。発表のよさを伝え合ったり、改善へ
のアドバイスをし合ったりしながら、互いの発表がよりよいものになるように試行錯
誤する姿が見られました。異なる能力・考えをもった児童同士が互いを受け止め、
認め合い、小集団として、相手意識や仲間意識をもって協力して活動に取り組ん
でいました。
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